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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 
 

（大学名）    九 州 大 学 機関番号 １７１０２ １．機 関 の 

   代 表 者 
   （学 長） (ふりがな<ローマ字>)       Kajiyama    Tisato 

（氏 名）     梶 山 千 里 
 

九州大学―1頁 

２．大学の将来構想 

 九州大学は，２１世紀初頭を睨んで，ゲノム，ナノ，

ＩＴなど革新的な研究のさらなる発展を期した改革に

着手してきた。すなわち，平成３年に新キャンパス移

転構想，ついで平成４年には大学改革の基本構想を定

め，自律的に改革を進めてきた。知の探求と創造，創

造的人材の育成及び知と人材の社会還元からなる理念

は，平成１２年の九州大学教育憲章，平成１３年の九

州大学学術憲章に掲げられたところである。ここにあ

って，組織の改編は学府・研究院制度の導入により専

門領域統合型の教学組織の形成と，時代に合わせた随

意随時の改編を保証する可塑性をも確保した。また，

平成１５年１０月には九州大学と九州芸術工科大学の

統合を実現する。これらの改革の成果をより確実にす

る駆動力として２１世紀ＣＯＥプログラムが機能す

る。 

 九州大学が志向する研究教育は，世界最高水準を維

持し，これをさらに発展させるため，（１）実績に基

づく新科学領域への展開と，（２）歴史的・地理的な

必然が導くアジア指向を目標に掲げ，自己実現するこ

とに特徴がある。さらに，学問領域によって社会ニー

ズを特化し，研究教育拠点を形成して研究の高度化・

先端化を促しつつ，併せて新専攻の形成により人材育

成に資することをもって大学の将来構想とする。 

 新科学領域への展開を期すために，医学系分野にあ

っては生活習慣病の研究，数学・物理学・地球科学分

野にあっては機能数理学の展開，機械・土木・建築・

その他工学の分野においては住空間システム研究や水

素利用機械システムの統合技術の研究，学際・複合・

新領域分野にあっては人工環境デザイン研究などの実

績を基盤として，これを飛躍的に先端化するとともに

産業創成による国家貢献を達成するために研究教育拠

点を形成し，２１世紀を先導する成果を確実にすると

ともに，若手研究者の独創的活動に峻烈な動機付けを

行い，世界有為の人材育成を目指す。                                             

 一方，アジア指向型の研究教育については，数学・

物理学・地球科学分野にあっては留学生教育を通じた

アジア地域の数理学発展への多大の寄与を目標とし，

機械・土木・建築・その他工学分野においては国連人

間居住センター福岡事務所と協力して環境保全のニー

ズの高いアジア各国の国際評価チームを組織する。人

類文化のなかで日本とアジアを包含し，共有する問題

の抽出とその解決策を探るべく，アジア総合政策セン

ター，韓国研究センター及びアジアの拠点大学間でネ

ットワークポイントを設置し，研究の高度化，普遍化

とともにアジア圏で活躍する人材養成を推進する。 

 総長を中心としたマネジメント体制としては，リー

ダーシップを担保する運営体制とするため，平成１４

年度に，総長，副学長，総長特別補佐及び幹部事務官

による執行部会議を編成し，これを学内行政の最高機

関とする。 

また，総長を中心としたマネジメント体制の下，「新

科学領域への展開」と「アジア指向」という将来構想

を二本柱として，「研究」，「教育」，「社会貢献」，

「国際貢献」という４つの活動分野に重点を置き，成

果を挙げるため，「戦略的研究費の確保」，「研究ス

ペースの整備」，「人的資源の重点配置」，「教育・

研究時間の確保」の４つの支援を行う。これら４活動

分野＋２将来構想＋４支援項目を「九州大学４＋２＋

４アクションプラン」として掲げ，世界的な教育研究

拠点の形成を目指す。 

九州大学アクションプラン九州大学アクションプラン

使命・活動分野 将来構想の方向 評価による支援

◯教育
◯研究
◯社会貢献
◯国際貢献

◯新科学領域への展開

◯アジア指向

◯戦略的研究費の確保
◯研究スペースの整備
◯人的資源の重点配置
◯教育・研究時間の確保

４４ ＋＋ ２２ ＋＋ ４４

九州大学九州大学４＋２＋４４＋２＋４アクションプランアクションプラン

２１世紀ＣＯＥプログラム２１世紀ＣＯＥプログラム

教育・研究組織の変革・改組
社会・国際貢献の進展・拡大

 総長のリーダーシップの下，ハード面では，新キャ

ンパスへの移転を着実に実行するとともに，地域連携

のもと九州大学学術研究都市を創出する。また，競争

的研究環境の強化にむけて研究スペースを整備する。 

 ソフト面の第一は，組織の改編で，教学の研究教育

組織としての「学府・研究院制度」を平成１２年度に

整備した。今後は，「学府・研究院・学部企画調整協
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議会」により５年毎の点検・評価を実施し，必要な改

編を担保している。 

ソフト面の第二は，総長を機構長とする以下の各種

機構を運用することである。 

 研究戦略として，「高等研究機構」を設置し，研究

の全般に亘って機能を強化するとともに，学内学際的

研究拠点としてリサーチコアの認定や教育研究プログ

ラム・研究拠点形成プロジェクトの強化により活動を

展開する。また，総長裁量による重点的な事業遂行に

充当するための戦略的研究教育推進経費の確保や戦略

的教員人員のプールバンク制度を実行している。 

 教育戦略として，「全学教育機構（平成１８年度か

らは高等教育機構）」を設置し，例えば，専門的知識・

技能を備えたゼネラリストを育成する 21 世紀プログ

ラム， Challenge & Creation により学士・大学院課

程学生の自主的能動的学習能力を涵養するなど，特色

ある教育を実施している。また，修士・博士課程にお

いては，複数指導教員体制のもと，能動的なカリキュ

ラムの選択幅の充実，さらに，学府・研究院制度の特

徴を活用して，時代の要求に応じた専攻及び専門職大

学院を配置して将来の発展を期す。 

 社会連携戦略として，「産学連携推進機構」を設置

し，社会連携事業の窓口を一つにした。 

 国際交流戦略として，アジアとの歴史的・地理的交

流実績を基本構想に加え，アジア学長会議の創設，ア

ジア大学ネットワークポイントの設置などの活動を展

開している。学内的にも「国際交流推進機構」を設置

して，このなかでアジア総合政策センター，韓国研究

センター，留学生センター，国際交流推進室が活動し

ており，アジアを中心とした国際交流の深化を目指す。 

 

３．達成状況及び今後の展望    

九州大学では，平成１６年度の法人化後，総長，理

事及び総長特別補佐による拡大役員会を編成し，さら

に平成１９年度に総長室を設置するなど，総長トップ

ダウンによる運営体制の強化を図った。 

平成１４，１５年度に採択された「２１世紀ＣＯＥ

プログラム」９拠点を「九州大学４＋２＋４アクショ

ンプラン」の具体的活動の中心に据え，組織改編の駆

動力とし，これを実現するために総長のリーダーシッ

プの下，トップダウン型で以下の事項について重点的

な学内支援を実施し，研究教育拠点の形成を推進した。 

まず，ハード面では，新キャンパス移転と九州大学

学術研究都市の創出，病院地区における競争的研究環

境強化のためのコラボステーションの設置や新病院の

建設などを推進した。 

次に，ソフト面では，九州大学が近年，全部局俯瞰

型の機能拡充として整備を完了した「高等研究機構」，

「高等教育機構」，「産学連携推進機構」，「国際交

流推進機構」など総長を長とする種々の「機構」を整

備し，目的に合わせて重心を移しながら拠点形成に向

けた活動を行った。その具体的な活動としては，「５

年目評価，１０年以内組織見直し」制度を基に研究教

育組織の改編を進める一方で，「水素利用技術研究セ

ンター」等の２１世紀ＣＯＥプログラムにおける各研

究教育拠点の設置を進めた。また，総長裁量により，

「未来化学創造センター」,「システムＬＳＩ研究セン

ター」等の戦略的教育研究拠点となる５つのセンター

を平成１７年度に設置した。さらに，研究戦略企画室

及び学内評価委員会を設置して拠点形成を促進するた

めの継続的な活動評価を実施し，２１世紀ＣＯＥプロ

グラム拠点リーダーを始めとする優秀な人材に対し支

援を行う「研究スーパースター支援プログラム」を創

設した。これにより，戦略的研究費の確保，人的資源

の措置，研究者の研究時間の確保を図り，全学的に拠

点形成を推進した。さらに，「２１世紀ＣＯＥプログ

ラム支援室」を設置し，学内支援体制を強化した。ま

た，社会連携推進戦略における「知的財産本部」の設

置や，「包括型産学連携」「国際産学連携」の推進，

国際交流戦略に基づく九州大学海外オフィスの設置

や，アジア学生交流プログラムなどを新たに実施した。 

平成１５年度に採択された５拠点の今後の展望と

しては，当該拠点の研究教育を発展・拡充させるため

に設置した水素利用技術研究センターや産業技術数理

研究センター，大学院博士課程に新たに設置した生活

習慣病教育コース，持続都市建築システムコース，デ

ザイン人間科学コースを中心に，当該拠点が事業期間

中に世界有数の研究教育拠点として実施した若手研究

者の育成，研究活動を継続する。また，国内外の研究

機関との共同研究の実施や外部資金の獲得により，２

１世紀ＣＯＥプログラムの成果を更に発展させる。 

大学としても「２＋４九州大学４＋２＋４アクショ

ンプラン」に基づき，研究教育活動に対し，継続して

２１世紀ＣＯＥプログラムと同様な支援を実施する。 

さらに，総長を機構長とする「高等研究機構」，「高

等教育機構」，「産学連携推進機構」，「国際交流推

進機構」を活用し，世界的な研究教育拠点形成を継続

的に推進する。                          
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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 九州大学 学長名 梶山 千里 拠点番号 Ｆ２３ 

１．申請分野 
Ｆ<医学系> Ｇ<数学、物理学、地球科学> Ｈ< 機械、土木、建築、その他工学> Ｉ<社会科学> Ｊ<学際、複合、新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

大規模コホートに基づく生活習慣病研究教育 

-久山型研究を応用した日本人特有の発症因子の解明と先端医療の開発- 

(Center for Frontier Research and Education on Lifestyle-related Diseases based on the Large-scale Cohort Study) 

    研究分野及びキーワード <研究分野： 内科系臨床医学>(血管病態学)(糖尿病学)(がん)(分子遺伝疫学)(分子病態学) 

３．専攻等名 
医学系学府臓器機能医学専攻、機能制御医学専攻、病態医学専攻、分子常態医学専攻、 

環境社会医学専攻、薬学府創薬科学専攻 

４．事業推進担当者           計  ２７ 名 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  

(拠点リーダー) 

TAKAYANAGI RYOICHI  
高柳 涼一 
（サブリーダー） 
IIDA MITSUO 
飯田 三雄 
SUEISHI KATSUO  
居石 克夫 
KIYOHARA YUTAKA  
清原  裕 
TSUNEYOSHI MASAZUMI  
恒吉 正澄 
ＩWAKI TORU 
岩城  徹 
KONO SUMINORI  
古野 純典 
HAYASHI JUN 
林   純 
YAMAMOTO KEN  
山本  健 
NAKASHIMA NAOKＩ 
中島 直樹 
EGASHIRA KENSUKE 
江頭 健輔 
UTSUMI HIDEO  
内海 英雄 
IBAYASHI SETSURO 
井林 雪郎 
NAWATA HAJIME 
名和田 新 
ISHIBASHI TATSURO  
石橋 達朗 
YANASE TOSHIHIKO  
柳瀬 敏彦 
MAEHARA YOSHIHIKO  
前原 喜彦 
NAITO SEIJI  
内藤 誠二 
NOMURA MASATOSHI 
野村 政壽 
HASHIZUME MAKOTO  
橋爪  誠 
KATANO MITSUO 
片野 光男 
YONEMITU YOSHIKAZU  
米満 吉和 
KANAIDE HIDEO 
金出 英夫 
SHIMOKAWA HIROAKI 
下川 宏明 
MATSUDA TAKEHISA 
松田 武久 
HAMASAKI NAOTAKA 
濱崎 直孝 
WADA MORIMASA 
和田 守正

 

 
 
医学研究院・教授 
 
 
医学研究院・教授 
 
医学研究院・教授 
 
医学研究院・教授 
 
医学研究院・教授 
 
医学研究院・教授 
 
医学研究院・教授 
 
医学研究院・教授 
 
生体防御医学研究所・准教授 
 
大学病院・講師 
 
医学研究院・准教授 
 
薬学研究院・教授 
 
医学研究院・准教授 
 
医学研究院・特任教授 
 
医学研究院・教授 
 
医学研究院・准教授 
 
医学研究院・教授 
 
医学研究院・教授 
 
大学病院・助教 
 
医学研究院・教授 
 
医学研究院・教授 
 
医学研究院・特別教員 
 
医学研究院・教授 
 
医学研究院・准教授 
 
医学研究院・教授 
 
医学研究院・教授 
 

医学研究院・准教授 

 
病態制御内科学・医学博士
 
 
病態機能内科学・医学博士
 
病理病態学・医学博士 
 
環境医学・医学博士 
 
形態機能病理学・医学博士
 
神経病理学・医学博士 
 
予防医学・医学博士 
 
感染環境医学・医学博士 
 
ゲノム機能制御学・医学博
士 
医療情報学・医学博士 
 
循環器内科学・医学博士 
 
機能分子解析学・薬学博士
 
病態機能内科学・医学博士
 
内分泌代謝・糖尿病学・医
学博士 
眼科学・医学博士 
 
病態制御内科学・医学博士
 
消化器総合外科学・医学博
士 
泌尿器科学・医学博士 
 
内分泌代謝・糖尿病学・医
学博士 
災害・救急医学・医学博士
 
腫瘍制御学・医学博士 
 
病理病態学・医学博士 
 
分子細胞情報学・医学博士
 
循環器内科学・医学博士 
 
医用工学・工学博士 
 
臨床分子医学・医学博士 
 

医化学・医学博士 

研究統括・第２領域統括 
糖尿病・骨粗鬆症・血栓症・ゲノム創薬 
血管攣縮の分子機構 
（平成17年度4月1日より拠点リーダー） 
第１領域統括 
久山町研究・消化器疾患 
第３領域統括 
久山町病理解析、血管病遺伝子治療 
〈第１領域：疫学・病理・ゲノム〉 
久山町臨床疫学 
 
久山町病理解析・がん 
 
久山町病理解析・痴呆疾患 
 
北部九州コホート構築 
 
動脈硬化の臨床疫学 
 
罹患同胞対連鎖解析・薬剤感受性遺伝子 
 
ゲノム臨床情報データベース構築（平成16年４月１日より追加）
〈第２領域：病態解析〉 
虚血性心臓病・冠動脈疾患の遺伝子治療 
 
酸化ストレスと血管病 
 
脳卒中 
 
内分泌代謝・糖尿病（平成17年３月31日まで拠点リーダー） 
 
糖尿病性網膜症 
 
糖尿病・肥満 
 
がんのゲノム臨床疫学 
 
がんの分子病態学 
 
糖尿病関連遺伝子の機能解析（平成19年6月15日追加） 
〈第３領域：先端医療開発〉 
医用ロボット工学・医用工学による血管再生 
 
発癌予防のための形態形成シグナル系解析 
（平成18年４月1日追加） 
遺伝子治療ベクター開発（平成18年３月31日辞退、5月1日追加）
 
血管攣縮の分子機能（平成１９年３月３１日 辞退） 
 
虚血性心臓病（平成１７年７月１日 辞退） 
 
医用工学による血管再生（平成１８年３月３１日 辞退） 
 
血栓症・ゲノム創薬（平成１８年３月３１日 辞退） 
 

薬剤感受性遺伝子（平成１８年３月３１日 辞退） 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ 合   計 

交付金額(千円) 155,000 192,500 203,300 
190,700 

（ 19,070  ）

186,000 

（ 18,600  ） 
927,500 
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６．拠点形成の目的 

 血管病（脳卒中・心臓病・高血圧・閉塞性

動脈硬化症）、糖尿病・内分泌代謝疾患（高

脂血症・肥満・骨粗鬆症）、がんなど、いわ

ゆる「生活習慣病」は我が国の死因の約7割を

占めると共に著しいQOL低下の主因であり、そ

の克服は活力ある我が国の創出のための国家

的な課題となっている。生活習慣病の克服に

は、動脈硬化／生活習慣病の日本人に特有の

発症機序・病態を解明し、それに根ざした治

療法・予防法を開発する必要がある。このた

めには、長期間におよぶ疫学・臨床データの

蓄積に裏打ちされた日本人の臨床疫学の実績

が極めて重要である。 

 九州大学では、生活習慣病をテーマに約40

年間にわたり臨床疫学・剖検研究を行ってき

た世界的な「久山町研究」の実績があり、膨

大な臨床・剖検データの蓄積がある。また、

心臓血管研究施設を中心とする40年以上にわ

たる血管病研究教育の実績がある。さらに、

最近では橋本病や胃がんにおけるゲノム解析、

手術支援ロボットなど先端医療開発の分野で

も世界的な業績をあげている。 

本拠点では、以下の３つの学問領域を設定

し、日本人の生活習慣病に関する世界的な先

端的研究・教育拠点の形成を行う。 

第１領域：疫学・病理・ゲノム：久山町研究を

含む北部九州の大規模コホートを構築し、生活

習慣調査・膨大な病理標本の解析・ゲノム解析

を行い、日本人の「ゲノム疫学データベース」

を構築する。 

第２領域：病態解析：第１領域で得られた疫

学・病理・ゲノムデータを基に、血管病、糖

尿病・内分泌代謝疾患、がんの３領域におい

て、その発症に関与する遺伝子の同定とその

生体機能の解析を行う。 

第３領域：先端医療開発：第２領域で同定さ

れた標的分子を含めて、九州大学独自の先端

医療の開発とゲノム創薬を行う。 

 すなわち本拠点は、日本人の生活習慣病（血

管病、糖尿病・内分泌代謝疾患、がん）を縦軸

に、研究方法として疫学・病理・ゲノム、病態

解析、先端医療開発を横軸に、生活習慣病の日

本人特有の成因の解明とその予防・治療法の総

合的研究教育を目指す我国で初めての研究教

育拠点であり、九州大学の「新創造科学への展

開」構想に基づく計画である（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本事業が終了する５年後には、設定した３研

究領域をリサーチコア（センター）に発展させ

る。即ち、第１領域より「疫学ゲノム情報セン

ター」を設置し、疫学・ゲノム情報を一括管理

運用する。第２領域より「病態解析センター」、

第３領域より「先端医療開発センター」を設置

する。これらは九州大学病院と有機的に連携し、

生活習慣病COE委員会により管理運営される。

具体的成果として日本人特有のゲノム・背景因

子の解明、ゲノム・疫学データベースや癌組織

遺伝子バンクの創出、これらの展開医療の促進

による先端医療・低侵襲医療開発、ゲノム創薬

等が期待される。また、本プログラムを推進し

た専攻を改組再編し統合医療開発専攻を設置

することにより、研究センター、九州大学病院

と有機的に連携し、生活習慣病について集団か

らゲノム、治療開発まで理解統合できる人材を

育成する高度専門教育システムの整備が期待

出来る（図２）。 
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７．研究実施計画 

本拠点研究では、設定した３研究領域を同時

平行的に進展させるとともに、各領域間で密接

な交流を行い、「日本人の生活習慣病」の発症

要因を解明し、それに基づく新たな予防・治療

法の確立を目指す（図１）。 

第１領域：疫学・病理・ゲノム 

久山町研究剖検標本の病理学検討：久山町研究

では、詳細な臨床データを伴った若年者から高

齢者までの連続剖検約1600例の剖検組織の蓄

積がある。これは、九州大学が世界に誇る貴重

な学術財産である。これらの標本を用いて、生

活習慣病関連分子の遺伝子・蛋白の発現・局在

について検討する。また、剖検所見と臨床デー

タを詳細に比較検討し、日本人の生活習慣病の

時代的並びに治療的変遷を明らかにする。 

大規模コホートの構築：本学では、久山町研究

に加えて、近隣の粕屋町住民や自衛官を対象と

した生活習慣病に関する疫学研究が進行中で

ある。これに福岡市住民や九州大学附属病院の

患者を加えて、５年間で約５万人規模のコホー

トを構築し、血液およびDNA試料の収集を実施

する。 

ゲノム解析：①大規模コホートの追跡集団を対

象とした動脈硬化危険因子に関する大規模遺

伝子解析、②久山町研究から得られるゲノム情

報の共有化、③生活習慣病の同胞罹患対及び多

発家系を対象とした全ゲノムスキャン及び統

計遺伝学的検討を行う。尚、生体資料の取得と

分析結果の利用には充分なインフォームドコ

ンセントを文書にて得ることとし、個人情報の

保護は匿名化等により万全の対策を行う。 

第２領域：病態解析 

病態解析（３主要疾患共通）：①第１領域で同

定された日本人に特徴的な生活習慣病の促進

／抑制遺伝子・分子を対象とした多種類の遺伝

子改変動物の作成、②日本人の生活習慣病／動

脈硬化に特徴的な分子を対象とした大動物を

用いた研究、③生体計測電子スピン共鳴 (ESR)

やESR/MRIを用いた酸化ストレスの評価を行う。 

血管病：Rhoキナーゼなどの細胞内シグナル伝

達機構を介する冠動脈攣縮の発生機序、また動

脈硬化発生・進展における炎症・修復機構の役

割を解明する。さらに、関連遺伝子多型を解析

し日本人になぜ血管攣縮が多いのか、また日本

人の動脈硬化の特性を解明する。 

糖尿病・内分泌代謝：「糖尿病電子カルテネッ

トワークシステム」（経済産業省IT糖尿病電子

カルテ）を発展させ、コホート研究に参加して

いる地域医療機関と大学病院で糖尿病データ

ベースを構築する。２型糖尿病の罹患同胞対解

析により得られたゲノム因子への生活習慣因

子の作用を解明する。さらに、糖尿病に対し転

写因子を標的とした治療について検討する。 

がん領域：がん研究の基礎となる組織・遺伝子

バンクを設立し、ゲノム解析センターにおいて

網羅的遺伝子解析を行う。がんの転移、再発、

薬剤感受性などを制御する遺伝子群を同定し、

遺伝子診断への応用を図る。さらに、遺伝子産

物の構造解析・機能解析を行い、がんの転移、

再発、薬剤感受性などを制御する機序を解明す

る。 

第３領域：先端医療開発 

先端医療技術の開発：高齢化社会を念頭に、本

拠点では「低侵襲性」をキーワードとした生活

習慣病に対する先端医療の開発を目指す。 

１）ロボティックスシステム開発：平成１４年

度に新設した先端医工学診療部を中心として

外科治療ロボットやナノテクノロジーに基づ

くナノロボットの開発を行う。 

２）デバイス・人工臓器開発：血管局所へのド

ラッグデリバリーシステム及び小口径人工血

管の開発、ハイブリッド人工肝臓の開発を行う。 

３）遺伝子・細胞治療：国産遺伝子治療用ベク

ターによる遺伝子治療、抗炎症分子を用いた遺

伝子治療、末梢血由来幹細胞を用いた血管新生

療法を開発、膵β細胞の再生法を検討する。 

ゲノム創薬領域：日本人に特徴的な動脈硬化関

連分子を標的とした薬物治療の開発を行う。具

体的には、第１〜２領域での日本人の動脈硬化

に特徴的な遺伝子・分子の同定を受けて新しい

治療法の開発を行う。 
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８．教育実施計画 

（１）拠点形成の目標（図３） 

１）疫学・病理・ゲノム解析、主要生活習慣

病の病態解析および先端医療開発研究の

各々の分野に特化した専門家を育成する

と同時に、これらの研究領域においてゲ

ノムから集団までの研究を統合できる人

材を育成することを使命とする教育研究

拠点を形成する。 

２）5年間の本研究拠点形成の過程で高度で

体系的な教育プログラムと国際的な教育

システムを構築し、最終的に国際的な生

活習慣病の統合的医学研究者を育成する

「医学府・統合医療開発専攻」を組織す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教育に関する実施計画（図４） 

１）教育プログラム 

①初年次共通基盤教育：疫学・病理・ゲノ

ム領域、病態解析領域及び先端医療開発

領域の横断的な取り組みにより、多元的

な研究手法への理解を深めさせるため

に、高度知識教育（生物統計学、分子遺

伝学などの講義・セミナー）と先端技術

教育（ゲノム解析実験法、細胞生物学実

験法などの実習）の体系化を図る。 

②高等専門教育：学位論文研究のほかに、

「ゲノムから集団までの研究を統合で

きる人材育成」の観点から、ゲノム解析、

生物情報学、分子疫学などを融合させた

統合専門教育をおこなう。 

２）教育システム 

①国際化プロジェクト：外国招聘研究者に

よる講義を増やし、最終的には1/3の講義

を恒常的に外国研究者による講義にする。

国際学会での発表を奨励し、大学院修了

の要件に加える。 

②研究指導委員会：学生の独創的な発想を

発展させるために、学外、国外の研究者

を含む複数指導教官の配置の調整、学生

に対する複数教官による協議と指導をお

こなう委員会を設ける。 

③大学院セミナー：研究計画立案能力と多

元的な研究を統合する能力を高めるため

に、研究課題試問会及び統合成果発表会

を定常化する。 

④研究プロジェクト支援：学生の優れた研

究を推進させるために、財政的な支援を

行なう。 

３）教育評価・改善ワーキンググループ 

教育評価・改善ワーキンググループを設置

し、評価、改善、実践のサイクルを機能さ

せることにより、教育研究拠点が目指す人

材育成機能を高める。 
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９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体
の目的達成度 

○九州大学COEコホートの構築 

DNA及び血清・血漿を保管し、詳細な生活習

慣情報ならびに臨床検査データを整備した大

規模ゲノムコホートを形成することができ、生

活習慣病分子疫学の研究基盤を構築し、目標は

十分達成した。 

○ゲノム解析技術の確立 

２型糖尿病の疾患感受性遺伝子探求のゲノ

ム解析を通して、遺伝子同定と共にゲノム解析

の基盤技術を確立した。九州大学COEコホート

研究への応用を図る体制が整備され､目標は十

分達成した。 

○博士課程生活習慣病コースの設置 

生活習慣病について分子疫学、病態解析、治

療開発を統合して理解できる人材の育成を目

的として、博士課程に生活習慣病コースを設置

することができた。教育面でも目標は十分達成

した。 

 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

１）若手研究者研究活動支援 

 博士学生、ポスドクの中から、優秀な研究内

容を３領域均等に選抜し、若手研究者の研究プ

ロジェクトを支援した。また、若手研究者を海

外の世界的に有名な大学•研究所（ハーバード

大学、タフツ大学など）に派遣し、共同研究を

行った。 

２）博士学生の教育 

 博士課程の大学院生に対して、３領域にわた

る幅広い研究視野を持つことで、バランスのと

れた研究者育成のための教育を行った。博士学

生をリサーチアシスタントとして採用し、研究

活動の支援とともに、他の領域の研究室の教官、

学生との交流を推進した。在学期間中、日本整

形外科学会奨励賞をはじめ、国内外の26個の賞

を受賞した。５年間で241名の博士学位取得者

を育成した。卒業生は、ハーバード大学、ペン

シルバニア大学、ロンドン大学など、国内外の

大学や研究所において教員、ポスドクなどの職

を得て、研究活動を発展させている。 

３）学術研究員 

 若手研究者を学術研究員として採用し、COE

プロジェクトを推進するとともに、将来、研究

と教育の両面で指導者となるよう人材育成を

行った。現在、国内外の大学•研究機関（大阪

大学、米国国立衛生研究所など）において、教

員やポスドクのポストを得ている。 

 

3)研究活動面での新たな分野の創成や、学術的

知見等 

【第１領域（疫学・病理・ゲノム）】 

・九州大学COEコホートの構築 

 本プログラムでは先駆的な「久山町研究」を

モデルに統一的な基礎調査に基づく複数のコ

ホート研究を統合する大規模コホート（九州大

学COEコホート）の構築を行った。福岡市東区

在住の50-74歳の一般住民を対象とした九州大

学福岡コホートでは、平成15～19年度に12、950

名が基礎調査に参加し、12、629名（97.5%）か

ら遺伝子解析の同意が得られた。詳細な生活習

査と身体計測、生化学検査をおこない、血液試

料の収集を実施した。基礎調査データを活用し

た断面研究では、野菜高摂取と高感度CRPとの

負の関連性などを見出した。この他、自衛官を

対象としたコホート、生活習慣病コホート（沖

縄県石垣市、長崎県壱岐市、福岡県星野村、福

岡県粕屋町）を加えた九州大学COEコホート全

体では約26、000名の参加を得、遺伝子解析同

意率は97％に達した。自衛官研究では胆汁酸の

右側結腸発がんへの関与、コーヒーが糖尿病に

予防的であることなどの新知見が得られた（古

野・林・高柳）。 

・生活習慣病のゲノム疫学 

脳梗塞患者と久山町健常者のゲノムワイド

解析研究にて、新しい脳梗塞関連遺伝子として

プロテインキナーゼCエータ (PKCη)遺伝子

（PRHCH）を同定した（Nat Genet 2007；朝日

新聞等で報道された）（清原、飯田）。 

罹患同胞対法による全ゲノム解析により、胃

がん発症と関連する遺伝子としてSTCH遺伝子

（J Med Genet 2005）、２型糖尿病に連鎖する

領域として第11番染色体短椀11p13-p12（J Hum 

Genet 2005）を同定した。（山本、名和田） 
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・血管病に対するナノ医療や人工血管治療の開

発 

【第２領域（病態解析）】 

・糖尿病と酸化ストレス 

 遺伝子•薬剤溶出型ステントを開発し、動脈

硬化疾患に対する画期的血管内治療システム

の臨床応用に向けて、前臨床試験を行った。ま

た、血管内皮細胞に選択性の高いナノDDSを用

いて、下肢虚血に対する血管新生の誘導や、難

治性肺疾患に対する複合化ナノ粒子による吸

入ナノ医療の開発を行った。（江頭） 

糖尿病性臓器障害、即ち血管合併症や膵β細

胞障害の成因として酸化ストレスに着目し研

究を進めた。中でもビリルビンの抗酸化作用に

着目し、遺伝性に血清ビリルビンが上昇する体

質性黄疸Gilbert症候群併発の糖尿病患者にお

ける血管合併症発症率（網膜症、腎症、虚血性

心疾患）の低下を世界で初めて示し、糖尿病合

併症に対する抗酸化の有用性を示した（JAMA 

2007）。(高柳) 

 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

第一、第二、第三の各領域間で連携・共同研

究が展開した。以下に代表的例を挙げる。 

・酸化ストレスによる血管合併症発症機構解析 

活性酸素は動脈硬化の進展に重要な役割を

担うが、血管内皮細胞におけるNAD(P)Hオキシ

ダーゼの主要な構成因子がgp91phoxのホモロー

グ で あ る Nox4 で あ る こ と を 証 明 し た

(Circulation 2004)。さらに、脳血管内皮細胞

にはNox4に加えてNox1も発現し、脳血管特有の

活性化機構が存在することを明らかにした。

（井林、飯田） 

・第一領域（疫学・病理・ゲノム）のゲノム疫

学研究で発見された糖尿病の疾患感受性遺伝

子の解析の研究では、第二領域（病態解析）で

の遺伝子改変動物作成や遺伝子機能解析にお

いて第一領域と第二領域の連携が強まった。 

・遺伝子治療やDDS治療後の動脈硬化病変の病

態解析などを通して第二領域（病態解析）と第

三領域（先端医療開発）との連携も深まった。

また生体レドックス研究においても第二領域

と第三領域の融合が図られ、科学技術振興調整

費「先端融合医療レドックスナビ研究拠点」の

採択へと発展した。 

・転移性腎細胞癌に対するインターフェロンα

治療効果予測 

転移性腎細胞癌に対してインターフェロン

α(IFN)治療を受けた患者に対し、33の候補遺

伝子の一塩基多型(SNPs)について治療効果と

の関連を解析し、STAT3の遺伝子多型、中でも 

5'領域のSNPがIFN応答と最も相関し、IFN-α治

療効果の重要な予測因子であることを明らか

にした（J Clin Oncol 2007）。（内藤） 

 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

・国際的研究資産：医学研究では人を対象とし

た疫学研究が重要な役割を担う。九州大学COE

コホートは、歴史的な久山町研究とともに、分

子生物学的研究と臨床研究を融合させた生活

習慣病研究の貴重な研究資産である。海外から

の大学院学生の入学、海外研究機関との共同研

究など、大学の国際化に貢献できる研究資産が

形成された。 

 

【第３領域（先端医療開発）】 

・手術支援ロボット開発 

 内視鏡外科手術を低侵襲に施行するため、オ

ープンMRI誘導下小型手術ロボットを開発した。

（2007年ロボット大賞優秀賞を受賞）。またロ

ボットハンドの遠隔制御の研究を行い、遠隔ロ

ボット手術の臨床での実用化を推進した（橋

爪）。 

・大学院生教育の国際化：大学院生の国際会議

での発表を支援し、国際会議で発表することが

当然との状況で大学院生教育を行った。博士課

程大学院生による国際会議での発表数は、平成

15年度、16年度、17年度、18年度、19年度にお

いて、それぞれ18件、22件、22件、22件、7件

であった。博士課程大学院生による論文発表は

平成15年度、16年度、17年度、18年度、19年度

において、それぞれ95件、93件、121件、97件、

67件であった。また大学院生の受賞件数が、飛

・ウイルスベクター開発と遺伝子治療への応用 

 組換えセンダイウイルスベクターによる虚

血性疾患遺伝子治療製剤を開発し、重症虚血肢

に対する遺伝子治療臨床研究を実施した。また、

アフリカミドリザル由来レンチウイルスベク

ターによる網膜性色素変性に対する遺伝子治

療の開発を行った。（米満、居石、石橋、前原） 

九州大学（Ｆ２３）―6頁 



 
 

様式２ 
【公表用】 

九州大学（Ｆ２３）―7頁 

躍的に伸びた（平成14年度3件、平成15年度9件、

平成18年度22件、平成19年度17件）。 

 

6)国内外に向けた情報発信 

 ５年間に４回の国際シンポジウムを開催し

た。国内外の生活習慣病研究の第一人者を招聘

して、最前線の研究情報の交換を行うとともに、

本プログラムにおける生活習慣病の研究成果

を発信する場とした。 

21世紀COEプログラムにおいてゲノム疫学領

域で課題が採択されている九州大学、自治医科

大学、山形大学による合同シンポジウムを平成

19年2月15日に九州大学で開催し、研究の進捗

状況の紹介、研究者間の交流・情報交換による

プログラムの推進をはかった。 

 また、若手研究者による研究成果発表会を年

１回（平成16年～19年度）開催し、若手研究活

動経費採択者による研究発表を行い、若手研究

者の研究成果を紹介する情報発信の場とした。 

 さらに、COEコホート参加者を対象としたCOE

生活習慣病セミナーを定期的に開催し、生活習

慣病について一般住民への啓発をはかるとと

もに、研究成果をコホート参加者へ還元するよ

うに努めた。 

 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形
成のため効果的に使用されたか） 

 

平成15年～19年度の５年間において、補助金

の約60％がコホート構築を中心とした「ゲノム

疫学データベース」の整備とその解析、ならび

に病態解析、先端医療開発のために事業推進費、

設備備品費、謝金として拠点形成に効果的に使

用された。また、約20％が大学院生や学位取得

者を雇用するための人件費（ポスドク雇用15％、

RA雇用3％）に配分され、若手研究者育成に効

果的に使用された（図５）。 

②今後の展望 

 「久山町研究」をモデルにした九州大学COE

コホート研究は基礎調査が終了した段階であ

る。基礎調査の結果を活用した生活習慣病の分

子疫学的断面研究を進めるとともに、コホート

研究の本来の目的である将来のり患情報を収

集するための追跡調査が必要である。今後３～

４年をかけて追跡調査をおこなう計画である

が、生活習慣病と密接に関連する生体マーカー

の推移を検討する目的で、血液提供を受けるた

めの再調査をおこなう予定である。追跡データ

が完備されることにより、生活習慣病の予防に

直接的に関与する生活習慣要因と遺伝的感受

性要因をより明確にできるものと期待される。 

 欧米では数十万人規模の分子疫学コホート

研究が展開されている。我が国では、がん分子

疫学研究領域において10万人規模のコホート

の構築が進められている段階である。九州大学

COEコホート研究は、この分子疫学コホート研

究との連合を図り、精度の高い疫学情報の提供

を図る。また、COE国際シンポジウムを通して

親交を深めたハワイ大学の研究者らが行って

いる米国日系人コホート研究との比較研究を

計画している。 

 
③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内
外に与えた影響度） 

・九州大学COEコホート形成へ向けた取組みに

おいて、コホート基礎調査に参加した大学院学

生に、人を対象にする疫学研究では、実験研究

と違い、同じことの繰り返しができないことの

重要性を理解させることができた。 

・九州大学COEコホート研究に参加した地域住

民に対しては、基礎調査における説明及び一般

セミナーを通して、医学研究における自主的参

加が重要な社会貢献であることを認識しても

らうことができ、九州大学の研究が地域住民の

みならず、日本国民、さらには世界人類を視野

に入れた研究であることを理解していただい

た。 

・学内の研究者に対しては、分子から社会へま

たがる幅広い研究領域の方法と技術を理解す

ることが生活習慣病の予防・治療研究に欠かせ

ないことを理解してもらう機会を提供できた。 

設備備品費

事業推進費

国内旅費 

外国旅費 

外国人招聘費

学術（ＣＯＥ）研究

事務・実験補助

ＲＡ経費 

謝金 

その他 

40% 

10% 9% 

15% 

3% 

16% 

1% 
1% 

0% 
5% 

図5.拠点形成費等補助金の使途（平成15～19年度） 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

１．平成15年度九州大学生活習慣病COEセミナー 

開催日：平成16年2月27日 

会場：九州大学医系キャンパス 九州大学医学部百年講堂・中ホール 

参加者数：80人（外国人10人） 

主な招待講演者： 深尾 彰（山形大学）、坂本憲広（神戸大学） 

 

２．平成16年度九州大学生活習慣病COE国際シンポジウム 

“The Role of Cohort Study in Medical Research” 

開催日：平成16年12月4日 

会場：九州大学医系キャンパス 総合研究棟 ITルーム 

参加者数：120人（外国人10人） 

主な招待講演者： 永井良三（東京大学）、Yoon-Ok Ahn（ソウル大学）、 

Keun-Young Yoo（ソウル大学）、Loic Le Marchand（ハワイ大学） 

 

３．平成17年度九州大学生活習慣病COE国際シンポジウム 

“Metabolic syndrome as Lifestyle-Related Disease” 

開催日：平成17年11月26日 

会場：九州大学医系キャンパス コラボ・ステーションⅠ  視聴覚ホール 

参加者数：１２０人（外国人20人） 

主な招待講演者： 島本和明（札幌医科大学）、小川佳宏（東京医科歯科大）、 

Malcolm A Moore (Asian Pacific Organization for Cancer Prevention)、 

John Cologne (Radiation Effects Research Foundation) 

 

４．21COEゲノム疫学合同シンポジウム 

開催日：平成19年2月15日 

会場：九州大学医系キャンパス コラボ・ステーションⅠ 視聴覚ホール 

参加者数：１００人（外国人10人） 

主な招待講演者： 岡山雅信（自治医科大学）、熊田真樹（自治医科大学）、 

河田純男(山形大学)、加藤丈夫(山形大学) 

 

５．平成19年度九州大学生活習慣病研究教育COE国際シンポジウム 

開催日：平成19年度11月6日・７日 

会場：九州大学医系キャンパス コラボ・ステーションⅠ 視聴覚ホール 

参加者数：１７０人（外国人20人） 

主な招待講演者： Loic Le Marchand (ハワイ大学)、Yoon-Ok Ahn (ソウル大学)、 

Supannee Sriampor (Ubon Rajathanee大学)、 

Malcolm A Moore (Asian Pacific Organization for Cancer Prevention) 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

 

１．若手研究者研究支援 

博士学生、ポスドクを対象に、若手研究者研究活動経費により、若手研究者の研究プロジェクトを支援した。平

成16年度 22名（総額10,000千円）、平成17年度 25名（総額10,000千円）、平成18年度 29名（総額10,800千

円）、平成19年度 31名（総額12,900千円）。 

 

２．教育支援プログラム 

博士学生をリサーチアシスタントとして雇用した（時給 1,250円程度、年 360時間前後）。平成15年度 16名、平

成16年度 12名、平成17年度 8名、平成18年度 5名、平成19年度 4名。 

 

３．若手研究者研究活動経費海外渡航 

平成16年度と平成19年度に、計５人の博士課程学生、ポスドク（うち一人は現在准教授）による、Harvard 

Universityなどの海外の世界的に有名な研究機関での共同研究を支援した。 

 

４．学術研究員 

若手研究者を学術研究員として雇用した（時給 1,900円程度、年 1,600時間前後）。 

平成15年度 8名、平成16年度 12名、平成17年度 14名、平成18年度 13名、平成19年度 8名。 

 

５．若手研究者研究成果発表会 

若手研究者研究支援、若手研究者研究活動経費海外渡航支援の研究成果の評価のため、若手研究者研究

成果発表会を開催した。 

平成16年度（平成17年1月28日）口頭発表：22題 

平成17年度（平成18年1月27日）口頭発表：24題 

平成18年度（平成19年1月26日）口頭発表：28題 

平成19年度（平成20年1月25日）口頭発表：31題 

 

６．科学英語教育セミナー 

若手研究者の英語力の向上を図るために、修士学生、博士学生、ポスドクを対象に、外国人研究者（Dr. 

Malcolm A Moore）による科学英語教育セミナーを開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



機関名：九州大学 拠点番号：F23 

 

２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

設定された目的は概ね達成された 

（コメント） 

拠点形成計画全体については、設定された目的は概ね達成されたと評価できる。 

人材育成面については、多数の博士号取得者を輩出し、また、「生活習慣病研究教育コ

ース」を設置したことは評価できる。 

研究活動面については、第一領域「疫学、病理、ゲノム」において、遺伝子解析同意率

の高いコホート構築や脳梗塞関連遺伝子の同定など優れた成果があがっており、評価でき

る。しかし、第二領域「病態解析」と第三領域「先端医療開発」は第一領域との連携が必

ずしも明らかではなく、間口を広げすぎているように見受けられ、発表論文から、国際的

に卓越しているとは言い難い。 

補助事業終了後の持続的展開については、第一領域については、「久山町研究」の伝統

もあり、また、がん分子疫学領域のコホートとの合体やハワイ大学との共同研究について

も、今後の展開が期待できる。しかしながら、第二および第三領域は大学の事業としての

「リサーチコア」に発展・継続する努力が不可欠であると思われる。 
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